
全国からの火山防災対策の取り組み事例 立山（弥陀ヶ原）：富山県砂防課

立山砂防の世界文化遺産登録に向けた取組み
富山県の立山には、国指定重要文化財「常願寺川砂防施設」をはじめ厳しい自然環境

の中で下流の住民を災害から守り続けてきた学術的に価値の高い近代砂防施設群が存在
します。富山県では、防災遺産として砂防施設群の価値に着目し、世界文化遺産登録を
目指して様々な活動を展開しています。

2009年に指定済みの白岩堰堤に本宮堰堤と泥谷堰堤を追加指定

海外の砂防関係者や国内外の有識者を招き、フォーラムやシンポジウムを開催
○国際砂防フォーラム2009～2011

○世界遺産フォーラム・セミナー2012～2014

○世界遺産登録推進シンポジウム2015～

○国際防災学会インタープリベント2018(富山)

ユネスコ世界文化遺産登録に関する諮問機関イコモスの求めに応じ、「立山砂防施設群」を３番目に選定

インタープリベント2018富山宣言（抜粋）
立山砂防は顕著な普遍的価値を有し、人類共通の遺産として共有すべき
① 災害が多い日本で生まれた防災の総合技術

② 最も厳しい自然環境のもと、総合的な水系管理技術の近代における1つの到達点
③ 世界中の中山間地に適用し得る普遍性のある防災技術

現存する砂防堰堤の大半は、堆砂域に多量の土砂を
捕捉したままの状況で竣工当時の場所に存在

⇒ 直轄事業以前に、より崩壊地に近く、全国屈指

の厳しい環境で実施された県営砂防事業※が、
今なお富山平野の保全に寄与 ※ 明治39年～大正15年

現存する砂防堰堤（西ノ谷）
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立山カルデラ

泥谷砂防堰堤群

これまでの取り組み内容

小学生から大学生等の幅広い年代に向けた講座や現地見学を実施


